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そういうわけで、私たちも、このことを聞いた日から、絶えずあなたがたのために祈り、

願っています。どうか、あなたがたがあらゆる霊的な知恵と洞察によって神の御心を深く

知り、主にふさわしく歩んで、あらゆる点で主に喜ばれ、あらゆる善い行いによって実を

結び、神をますます深く知るように。また、あなたがたが神の栄光の力に従い、あらゆる

力によって強められ、何事にも忍耐と寛容を尽くすように。また、光の中にある聖なる者

たちの相続分にあずかる資格を、あなたがたに与えてくださった御父に、喜びをもって感

謝するように。御父は、私たちを闇の力から救い出して、その愛する御子の支配下へと移

してくださいました。私たちはこの御子において、贖い、すなわち罪の赦しを得ているの

です。御子は、見えない神のかたちであり / すべてのものが造られる前に / 最初に生まれ

た方です。天にあるものも地にあるものも / 見えるものも見えないものも / 王座も主権も

/ 支配も権威も / 万物は御子において造られたからです。万物は御子によって、御子のた

めに造られたのです。御子は万物よりも先におられ / 万物は御子にあって成り立っていま

す。（コロサイ 1:9 ～ 17） 

 

著者は、コロサイ教会の信徒たちがキリストへの篤い信仰を持ち、キリストの愛に倣い、

互いに愛し合う交わりを形成していることを聞いて、神に感謝していると書き、「絶えず

あなたがたのために祈り、願っています」と伝えている。その祈りは三つである。一つは、

「霊的な知恵と洞察によって神の御心を深く知り、主にふさわしく歩んで、あらゆる点で

主に喜ばれ、あらゆる善い行いによって実を結び、神をますます深く知るように」である。

霊的な知恵と洞察によって、神の御心を知り、主イエスに喜ばれるように歩み、善い業を

行って福音の果実を豊かに結び、ますます神を深く知ることができるようにという祈りで

ある。神に従う霊的な体験を通して、神を更に深く知るようになるのである。二つ目は、

「神の栄光の力に従い、あらゆる力によって強められ、何事にも忍耐と寛容を尽くすよう

に」である。神の力を信頼して強められ、耐え忍び、他者に対し寛容であるようにという

祈りである。三つ目は、「光の中にある聖なる者たちの相続分にあずかる資格を、あなた

がたがに与えてくださった御父に、喜びをもって感謝するように」である。光の中を生き

る聖徒たちには喜びがある。それは神からの永遠の命に与る相続分が約束されているから

である。永遠の命を受け継ぐと約束してくださった神に感謝するようにという祈りである。

イエス・キリストの父なる神は、私たちを闇の力から救い出して、御子イエスの支配下に

移してくださった。御子イエスの十字架の死によって、罪が贖われ、赦しの愛の下に移さ

れたのである。この御子イエスについて、著者は、「御子は、見えない神のかたちであり

/ すべてのもが造られる前に / 最初に生まれた方です。天にあるものも地にあるものも /

見えるものも見えないものも / 王座も主権も / 支配も権威も / 万物は御子において造られ

たからです。万物は御子によって、御子のために造られたのです。御子は万物よりも先に

おられ、万物は御子にあって成り立っています」と解き明かしている。90年代に書かれた

ヨハネ福音書の冒頭の「ロゴス・キリスト論」に極めて類似している。60年の当初に書か

れたコロサイ書で、キリストは天地創造の前に先在し、キリストが全てを創造し、キリス

トによって万物が成り立っていると宇宙論的キリストが告白されている。キリスト告白は、

年代も著者も違うが、時や人を超えて同じ告白を生み出していたのである。 


